
大

西

教

授

と

統

計

學

1
ー
-全
集

所
牧

「
経
濟
學

認
識
論
」
「
経
濟
原

論
」

及
び

「
経
濟
學
研
究
」

に
就
き
て
ー

郡

菊

之

助

題
し

て

「
大
西
敷
授

と
統
計
學
」
と

云
ふ
。
何
人

も
想
像
せ
ざ

る
べ
き

こ
と
斯
く

の
如
き

標
題

を
掲
げ

{
、
以

て

一
文
を
草

せ
ん
と
す
る
所

以
は
、
大
西
全
集

の
懇

一
恕
と
成
就

せ
ら

れ
て
吾
人

の
書
架

に
備

へ
ら
る

＼
に
從

ひ
、
故

人
に
封
す
る
追
慕
の
念

い
よ
ー

新
な
る
竜

の
あ
ウ
、
筆
者

の
專
念
す
る
統
計
學

に
關
連
し
て
敷
授

の
業
績
を
偲

び

そ

の
學
問
的
風
格
を
同
顧
す
る
は
、
わ
が
最
も
幸
幅
な
る
責
務
た
る
を
思
ふ
が
故
で
あ
る
。
誰
か
云
ふ

「
故
敷
授
は

鏡
き
理
論
の
人
に
し
て
、
敷
授
と
統
計
學
と

の
關
係
を
云
々
す
る
如
き
は
、
我
田
引
水
に
外
な
ら
澱
」
と
。
筆
者
は

直
ち
に
之
に
慮

へ
て
云
は
ざ
る
を
得
な

い

「
そ
は
敷
授
の
業
績
を
理
解
せ
ざ
る
之
と

の
甚
し
き
見
解
で
あ
る
」
と
。

敷
授
は
統
計
學
に
封
し
て
経
濟
學
者
と
し
て
は
稀
に
見
る
良
き
理
解
と
、
統
計
的
歎
字

の
利
用
に
封
す
る
大
な
る
關

大
西
敦
授
と
統
計
學

七
三
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七
四

心
と
を
有
せ
ら

れ
π

の
で
あ
る
。

敷
授

と
統
計
學
と

の
關
係

の
第

一
は
、
縄
濟

現
象

の
研
究

に
於

け
る
統
計
學

的
方
法

の
鷹
用

に
關
す
る
認
識
論
的

批

評

の
方
面
で
あ
る
。
敷
授
は

「
経
濟
學
認
識
論
」
(
即
ち

「
囚
は
れ

だ
る
経
濟
學
」
)

の
後
篇
中

の

「
自
然
科
學
派

繹
濟

學
」
と

題
す
る

一
章

に
於

い
て
、
「
廣
義

に
於

て
縄
濟
學

の

一
部
と
看
徹
さ
る

＼
統
計
學
」
(
一
六
七
頁
)

筆
者
註
、
こ
の
言
葉
は
縄
濟
學
を
廣
義
に
解

し
統
計
學
を
狡
義

に
解
す
る
限
り
に
於
て
正
し

い
ー

に
就

い
て
論
じ

て
ゐ
ら
れ

る
。

曰
く

「
統
計
學

の
研
究

に
よ
れ
ば
、
人
類

肚
會

の
某
種

現
象
が
殆
ん
ど

不
愛

の
藪

的
關
係

を
持
し

て

循
環
し
來

る
や
、
略

ぼ
自
然
法
則

に
相
似
力

る
観

が
あ

る
。
故

に
カ

ン
ト
さ

へ
も
、
若

し
自
然
科
學

に
於
け
る

ケ
プ

ラ

ー
や

ニ
ウ

ト
ン
に
匹
敵
す

べ
き
偉
才

に
し

て
歴
史

哲
學
界

に
現
出

し
た
ら
ん

に
は
、
出
産
死
亡
結
婚
等

の
統
計

よ

b
確
然

力
る
自

然
法
則
を
抽
出
し
得
べ
き
希
望
な
き

に
し
竜
あ
ら
ず

と
思
惟
し
π
位
で

、
此
統
計
法
則
に
自

然
法

則

級

の
敷
力
を
認

め
、
依

つ
て
以
て
経
濟

現
象

の
歎
的
説

明
を
確
立
せ
ん
と
志
す
學
者
亦

必
ず

し
竜

少
し
と

せ
な

い
」

(
一
六

入
頁

)
と
。

観
念

の
愛

遷

に
つ

い
て
経
濟
學

に
劣

ら
ざ
る
複
雑

な
る
歴
史

を
有
す
る
統
計
學

は
、
嘗

て
そ
の
登
達

の

一
頁

に
於

て
は
敏
授

の
云
は
る

＼
如
く

、
そ

の
見
出
す
統
計
法
則
に
自
然
科
學
級

の
敷
力

を
認

め
ん
と
す

る
時
代

の
あ

つ
π

こ

と

は
事
實
で
あ

る
。
+
七
世
紀

の
こ
ろ
英

國

に
於

て
そ

の
鮮

を
登
し

、

ジ

ヨ
ン

・
グ
ラ
ウ

ン
ト
、
ヰ
リ
ァ

ム

・
ペ
プ



イ

ー
、
エ
ド

マ
ン
ド
・
ハ
レ
ー
等

の
諸
學
者

に
依
う
開
拓

せ
ら
れ
π
る
政
治
算

術
學

聞
。
一三
8
一
9
「一9
8
。梓δ

は
、
實
質

上
現
代
統
計
學

の
源
流
と
看
倣
さ

る

＼
も

の
で
あ

る
が
、

乙
の
學
派

の
勢

力
欧

洲
大
陸

に
傳
は
る
や

、
濁
逸
に
於

て

は

ジ

エ
ー
ス
ミ

ル
ビ

(
一
七
〇
七
ー
七
六

七
)
の
如
き
有
力
な
る
學

者
が
出
現
し
た
。

ジ

ユ
ー
ス
ミ
ル
ビ
は
人

口
に

於

け
る
男
女
藪

の
割
合
及
び
出
生
藪
と
死
亡
数
と

の
割
合

の
規
則
的
傾
向

に
著
目
し

て

「
騨

の
秩
序
」
∪
一。
σq
α
け二
一9
。

9

含

§
σq
を
唱

へ
π
る
を
以

て
知
ら

れ
て
ゐ
る
。
こ
の
場
合

の
神
と
は
自
然

と
云
ふ
と
同
義
語

な

の
で
あ

る
か
ら
、

之

は
明
か

に
肚
會
現
象

の
自
然
法
則
的
解
繹
で
あ

る
。

ジ

ユ

ー

ス

ミ

ル

ヒ

の
流

れ
を
汲

む
者

に
は
、
犯
罪
統
計

の

規

則
性

に

つ
き
研
究
し
π
白
耳
義

の
統
計
學
者

ア
ド

ル
フ

・
ケ
ト

レ
ー

(
一
七
九
六
ー

一
入
七
四
)
や
、
肚
年

時
代

「
一
見
自

由
放
恣
な

る
如
く
見
ゆ

る
人
間
行
駕

に
於

け
る
法
則
性
」

(
一
入
六
四
年
)

と
題
す

る
書
を
公
に
し
力
濁

逸

歴
吏
経
濟
學

派

の
亘
星

ア
ド
ル
フ

・
ワ
グ
ナ

ー
や
、
人
間
宿
命
論
を
唱

へ
π
る
英
國

の
史
家

ト

ー

マ
ス

・
バ
ッ
ク

ル

(
一
入

二

一
-

一
入
六

二
)
な
ど
が
あ
る
。

右

の
如
く
肚
會

現
象

に
反
復
出

現
す

る
藪
的
秩
序
を
自
然
法
則
親
せ
ん
と
す

る
思
想

は
、
統
計
學

の
登
達
史
上
因

縁
淺

か
ら
ざ
る
も

の
が
あ

る
の
で
あ

る
が
、
今

日
よ
う
見
れ
ば

こ
れ
等

の
思
想
は
到
底

支
持
す
べ
か
ら
ざ
る
も

の
で

あ

る
こ
と

は
、
大
西
敷
授
と
共

に
認

め

ね

ば

な

ら

漁
所
で
あ

る
。
敷
授

は
統

計
法
則
に
自
然

法
則
級

の
致
力
を
認

め
、
依

て
以

て
経
濟

現
象

の
歎
的
説
明
を
確

立
せ
ん
と
す

る
企
に
は

「
二
個

の
大
な
る
障

碍
が
あ
る
」
と

て
次

の
如

大
西
教
授
と
統
計
學

七
五
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山ハ

く
論
じ
て
ゐ
ら
れ
る
(
前
掲
書

一
六
入
、

一
六
九
頁
)
。

其

一
は
今
日
迄
の
統
計
學
は
、
其
研
究
範
園
内
に
羅
致
せ
ら
る
＼
個
別
的
現
象
相
互
間
に
自
然
法
則
的
な
る
内
的

連
鎖
を
容
認
せ
ざ
る
可
か
ら
ぎ
る
糧
輩
固
な
る
藪
字
を
提
出
し
得
な

い
事
で
あ
る
。
而
て
統
計
學
者
の
研
究
態
度
愈

々
深
酷
に
し
て
科
學
的
嚴
格
に
近
づ
く
に
慮

じ
て
、
親
界
に
入
り
來
る
新
原
因
藪
盆

々
多
き
を
加

へ
、
普
遍
的
法
則

襲
見
の
困
難
盆
々
塘
大
な
る
事
で
あ
る
。
加

ふ
る
に
統
計
的
合
則
性
は
、
其
成
立
に
自
然
的
條
件
の
影
響
甚
だ
重
く

人
駕
を
侯

つ
事
極
め
て
勘
少
な
る
現
象
や
、
丈
化
未
だ
低
く
し
て
人
間
行
爲
亦
簡
輩
な
る
場
合

に
、
顯
著
な
る
も
の

な
る
が
故
に
、
文
化
の
進
歩
と
は
や
が
て
分
化
の
進
歩
を
意
味
す
る
限
う
、
文
化
今
後

の
襲
展
と
逆
比
例
し
て
、
這

般
自
然
法
則
的
藪
字
を
得

る
希
望
亦
漸
次
減

少
し
行
く
可
き
事
を
吾
人
は
畳
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

其
二
は
此
の
如
き
事
實
問
題
を
離
れ
て
、
た
と

ひ
或
程
度
迄
不
動
に
近
き
藪
字
を
現
出
し
疫
れ
ば
と
て
、
是
を
自

然
法
則
と
同

一
親
す
る
に
劃
し
て
抱
か
る
可
き
認
識
論
上
の
疑
惑
で
あ
る
。
詳
し
く
云

へ
ば
、
這
般

の
藪
字
は
果
し

て
特
に
之
を
贋
生
せ
し
む
る
爲
に
存
す
る
不
動
の
原
因

の
賜
な
う
や
、
抑
亦
各
特
殊
の
原
因
を
有
す
る
多
数
現
象
集

積

の
結
果
偶
然
産
出
せ
ら
れ
π
る
も
の
な
う
や
、
容
易
く
決
定
し
難
き
事
情
で
あ
る
。
即
ち
其
捉

へ
來
る
も
の
は
、

輩
純
に
大
藪
の
現
象
π
る
に
止
蛮

つ
て
、
其
内
に
包
括
せ
ら
る
㌧
個
別
現
象
間
に
は
何
等

の
連
絡
な
く
、
又
況
ん
や

一
定
の
合
法
性
を
建
設
せ
ん
と
し
て
協
力
す
と
察

せ
ら
る
可
き
内
的
有
機
的
關
係
存
す
る
な
く
、
然
も
此
際
或
る
特



ゆ

種

の
原
因
を
引
離
し
て
之
に
件
ふ
特
種

の
敷
果
を
討
査
す
る
方
法
を
も
有
せ
ざ
る
が
統
計
學
な
う
と
す
れ
ば
、
統
計

學
者
と
し
て
主
張
し
得
る
最
大
限
は
、
諸
種
原
因
の
綜
合
積
は
常
に
あ
る

一
定

の
結
果
を
招
く
軽
度
に
常

に

一
定
し

居
る
と
云
ふ
に
す
ぎ
な

い
、
云
々
。

但
し
朝
近
に
於
け
る
統
計
的
研
究
方
法
の
登
達

の
結
果
は
、
敷
授

の
所
説
と
は
反
封
に
、

「
或
る
特
種
の
原
因
を

ヘ

ヘ

ヘ

へ

引
離
し
て
之
に
件
ふ
特
種
の
致
果
を
討
査
す
る
方
怯
を
」
有
し
つ
＼
あ
ム

(
例

へ
ば
特
別
な
る
統
計
的
加
工
に
よ
り

長
期
的
登
展
傾
向
、
季
節
的
憂
動
、
周
期
的
漫
化
等

を
選
別
す
る
如
し
)
、

叉
だ
敷
授
は
今

日
統
計
學
上
統
計
法
則

と
呼
ば
る
＼
藪
的
秩
序
關
係

の
唯
だ

一
側
面
の
み
を
見
詰
め
て
議
論
を
進

め
ら

れ

た

る

の
憾
み
は
あ
る
け
れ
ど
も

「
統
計
的
合
則
性
は
偶
然
登
生
せ
る
諸
種

の
歌
態

の
綜
合
集
和
せ
ら
れ
カ
る
産
物
で
、
如
何
に
努
力
す
る
も
本
來
固

有
の
性
質
上
、
之
を
自
然
科
學

の
精
確
注
則
に
醇
化
し
得
ざ
る
に
鑑
み
れ
ば
、
統
計
學

の
進
歩
に
纒
濟
學

の
自
然
科

學
化
を
歳
ち
得
ん
と
は
、
蚕
然
根
祇
を
映
如
し
て
空

々
漠

々
π
る
憧
憬
な
う
と
批
評
せ
ね
ば
な
ら
澱
」

(
同
上

一
六

九
頁
)
と
云
は
れ
た
る
結
論
に
劉
し
て
は
全
幅
の
賛
意
を
表
せ
ね
ば
な
ら
膿
と
思
ふ
。
之
は
統
計
學

の
扱

ふ
封
象
が

自
然
現
象
に
あ
ら
ず
し
て
肚
會
現
象
で
あ
り
、
肚
會
現
象
は
多
か
れ
少
か
れ
人
聞
の
行
駕
が
原
因
と
な

つ
て
生
ず
る

現
象
で
あ
う
、
人
間
の
行
駕

は
徹
底
的

一
義
的
な
る
分
析
的
研
究
を
許
容
す
べ
か
ら
ざ
る
竜
の
で
あ
る
こ
と
を
考
ふ

る
場
合
に
首
肯
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。

大
西
教
授
と
統
計
學

七
七
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敷
授

の
論
考
は
所
謂
る
統
計
的
合
則
性
を
恒
常
性
の
意
味
に
解
し
、
そ
の
自
然
法
則
化
を
否
定

せ
ん
と
す
る
限
6

マ
ト

に
於

て
正
し

い
。
然
し
な
が
ら
斯
く
敷
授

に
依

つ
て
射
抜
か
れ
だ

る
認
識
論
的
批
評

の
的
は
、

ジ

ユ
ー
ス
ミ
ル

ビ

一

派

の
奮

統
計
學

の
墨
守
す

る
と

こ
ろ
で

は
あ

つ
尤
れ
、
現
代

の
統
計
學

の
本
領
と
す
る
所

に
あ

ら
ざ

る

こ
と
を
、
讃

者

に
向

つ
て
注
意
し
カ

い
。
も
し
今

日
の
統
計
學
者
中

に
、
統
計
法
則
の
自
然

科
學
化

を
唱

ふ
る
如
き
者
あ
ら
ば

、

そ
は
+
七
、
入
世
紀
的
思
想

の
残
株
を
守

れ
る
も

の
で
あ

る
か

、
乃
至
は
少
く
と
竜
統
計
學

の
本

流
に
樟
さ

讐
る
竜

の
で
あ

る
。
今
や
諸
種

な
る
統
計
的
研
究

の
結
果

に
依
れ
ば

、
肚
會

現
象

に
於

て
は
恒
常
性
が
存
す

る
に
し
て
竜
各

種
現
象

の
恒
常

性

の
程
度
は
互
に
頗
る
和
異

う
、
同
種

の
現
象

に

つ
い
て
も
恒
常
性

の
程
度

は
時
代

に
よ
b
國

に
よ

う
相
違
が
あ

り
、
ま
カ
そ

の
絶
劃
激
と
比
例
数

と
は
必
ず
し

も
同

一
の
時
間
的
経
過
を
示
さ

な

い

こ

と

が
明
か
と

な

つ
て
ゐ
る
。
而
か
竜

他
方

に
於

て
、
多
数

の
現
象

は
恒
常
性
で
な
く
他

の
種
類

の
規

則
を
示
す

こ
と
が
確

め
ら
れ

た
。
即
ち
登

展
傾

向

(
縫
績
的
な

る
塘

加
若
く
は
減

少
)
を
示
す
現
象

も
あ
り

、
周
期
性

(
例

へ
ば

一
年
中

の
季
節

に
よ
う
、

一
週
中

の
曜

日
に
よ
う
、
叉
は
景
氣

の
循
環

に
從

ひ
)
を
呈
す

る
現
象

も
あ

う
、
数
種

の
規
則
性
が
結
合

し

て
生
ず
る
現
象

も
あ

る
之
と

が
知
ら
れ

て
ゐ
る
。
(
拙
著
統
計

學
講
義

一
五
七
頁
)
。
故

に
恒
常
性

の
み
を
以

て
統

計

的
合
則
性
と
見

る

こ
と
は
今

日
の
統
計
學

の

一
般
的
傾
向

に
反
す

る
の
で
あ

る
。
次

に
今
日

の
統
計
學

の
通
説

に

於

て
は
、

こ
れ
等

の
統

計
的
合
則
性
を
自

然
法
則
親

せ
ず

に
輕
駒
的
法
則
と
見

る
の
て
あ

る
。
経
験
的
法
則
は
維
鹸



'

的
事
實
に
依

つ
て
因
果
關
係

の
存
在
す

る
こ
と
を
知
う
得
る
竜
、
未
だ
普
遍
的
法
則
ち
精
確
な
る
因
果
の
原
理
に
依

る
謹
明
を
な
す

こ
と

の
出
來
な

い
竜

の
で
あ
る
。
而
か
も
統
計
的
合
則
性
は
大
量
現
象

に
關
す
る
経
験
的
法
則
で
あ

る
。
從

つ
て
法
則
に
關
聯
あ
る
個
々
の
場
合
に
例
外
な
く
當
俄
ま
る
竜
の
で
は
な
く
て
、
総
じ
て
即
ち
準
均
に
於

て

の
妻
當
性
を
有
す
る
に
止
ま
る
の
で
あ
る
。
例

へ
ば
統
計
學
に
依

つ
て
出
生
に
於
け
る
男
子
超
過
が
護
明
さ
れ
π
と

し
て
も
、
之
は
総
て
の
夫
婦
に
つ
い
て
男
子

の
出
生
が
女
子
の
出
生
よ
う
竜
多

い
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
な
く
て
、

手
均
上
然
う
と
云
ふ
に
止
ま
る
の
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
経
験
的
法
則
從

つ
て
統
計
的
合
則
性
は
、
因
果
關
係

の
普

遍
的
法
則
樹
立

へ
の
準
備
叉
は
少
く
と
竜
そ
の
代
用
と
し
て
の
役
目
を
努
め
る
。
蓋
し
複
難
な
る
現
象
を
整
頓
類
別

分
析
し
て
因
果
關
係

の
暗
示
を
得

る
カ
め
に
は
統
計
的
概
括
は
欠
く
べ
か
ら
ず
、
嚢
π
普
遍
的
因
果
法
則

の
不
明
な

る
間
は
斯
か
る
統
計
的
概
括
を
以
て
説
明
の
代
用
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
(
拙
著
統
計
學
講
義
二
三
四
頁
)
。

要
す
る
に
我

々
は
統
計
的
合
則
性

の
敷
果
を
過
重
親
す
る
の
は
禁
物
で
あ
る
と
共
に
、
之
を
輕
視
す
る
こ
と
も
許
さ

る
べ
き
で
な

い
。

大
西
敷
授
と
統
計
學
と
の
關
係
の
第

二
は
、
敷
授
が
経
濟
の
原
理
及
び
政
策
を
論
究
せ
ら
る
＼
に
當

つ
て
、
統
計

歎
字

の
利
用
に
つ
き
多
大
の
關
心
を
有
せ

ら

れ

尤

こ
と
で

あ

る
。
敷
授
は
経
濟
學
と
統
計
學
と
の
限
界
に
關
し
て

「
統
計
學
が
唯
軍
に
歎
量
を
歎
量
と
し
て
研
究
し
其
間
に

一
定

の
法
則
を
螢
見
せ
む
と
す
る
に
反
し
、
経
濟
學
は
あ

大
西
敏
授
と
統
計
學

七
九
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第
一二
巻

(
上
)

入
O

る

一
種

の
意
味

を
附
し
て
数
量
の
研
究
に
從
ふ
。
此

一
種
の
意
味
を
失
は
ざ
る
限
め
、
其
は
経
濟
學

の
範
園
に
屡
す

る
も

の
な
れ
ど
も
、
若
し
此
意
味
を
失
ふ
時
は
統
計
學
の
領
域

に
入
る
L

(
縄
濟
學
研
究
六
三
頁
、
叉
は
経
濟
原
論

上
蓉
四
頁
)
と
述
べ
て
、
爾
者

の
差
別
を
甚
だ
デ
リ
ケ
ー
ト
に
解
繹
し

て
を

ら

れ

る

が
、
統
計
藪
字
の

「
意
味
附

け
」
を
経
濟
學

の
重
要
任
務
と
看
徹
さ
れ
π
る
乙
と
は
明
か
で
あ
る
。
而
か
も
敷
授
は
経
濟
學

の
任
務
と
し
て
の
こ

の

「
意
味
附
け
」
を
そ
の
縦
横
な
る
才
智
を
以
て
機
會
あ
る
毎
に
實
行
し
禿
の
で
あ
る
。

「
帝
國
主
義
論
」

に
七
十

籐

の
統
計
表

の
挿
入
せ
ら
れ
だ
る
之
と
、
之
よ
り
竜
程
度
は
劣

る
が

「
肚
會
主
義
論
」
「
外
國
貿
易
政
策
」
及
び

「
経

濟
史
」

の
中
恕

(
下
巻
は
未
だ
披
見
せ
ず
)
に
竜
随
所
に
各
種
の
統
計
表
の
掲
出
せ
ら
れ
た
る
こ
と
に
つ
い
て
は
今

暫
く
措

い
て
論
ぜ
す
、
敷
授
と
統
計
學
と
の
關
係
を
知
る
に
最
も
興
味
あ
る

「
経
濟
原
論
」
(
上
下
二
懇
)
及
び

「
経

濟
學
研
究
」
に
就

い
て
特
に

一
言
し
カ

い
と
思
ふ
。

凡
そ
経
濟
原
論
は
そ

の
性
質
上
飴
う
に
数
量
的
な
る
乙
と
能
は
ず
。
蓋
し
藪
量
的
で
あ
る
こ
と
は
現
實
的
で
あ
る

で

へ

、」
と
を
意
味
し
、
現
實
的
に
過
ぐ
る
之
と
は
経
濟
源
論
た
る
性
質
を
失
ふ
所
以
だ
か
ら
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
抽
象
的

推
理
を
武
器
と
し
、
質
的
研
究
を
生
命
と
し
て
螢
達
し
來
れ
る
從
來
の
経
濟
原
論
は
、
多
く
の
假
設

・
前
提
の
上
に

立
脚
す
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
経
濟
原
論
に
於
て
は
こ
れ
等
の
假
設

・
前
提
の
設
定
方
法
に
し
て
適
當
な
ら
ざ
る
揚

合
に
は
勿
論
、
π
と
ひ
妻
當
な
る
假
設

・
前
提
の
上
に
立
論
が
構
成
せ
ら
る
㌧
揚
合
に
於
て
も
、
そ
れ
が
學
と
し
て



見
事

に
築
き
上
げ
ら
る

＼
反
面

に
は
愈

々
生
を
遠
ざ
か
る
と
云
ふ
傾
向
を
有
す
る
竜

の
で
あ

つ
て
、
若
し
経
濟
原
論

の
研
究
者
に
し
て
斯
か
る
内
容

の
抽
象
化
哲
學
化
を
欲
せ
ず
、
む
し
ろ
生
に
近
き
所
に
縄
濟
原
論

の
膿
系
を
作
う
上

し

げ

ん
と
欲
す

る
揚

合
に
は
、
勢

ひ
数

字
的
實
謹
的
説
明
方
法

を
援
用
し
來
ら
ぎ

る
を
得

な

い
。
大
西
敷
授

の
経
濟
原

論

は
、

乙
の
後
者

の
試

み
に
先
鞭
を

つ
け
た
る
も

の
と

云
ふ
べ
き
で

あ
る
と
私
見
す
る
。

乙
の

こ
と
は
敷
授

の
経
濟

原

論
に
特
色
あ
ら
し

む
る
所
以
で
あ

る
が
、
敷
授
が
通
例

の
原
論
著
者
と
異

ウ

、
如
何

に
實
謹
的
精
紳

に
旺
ん
で
あ

っ
カ
か
は
、
左

の
二
三

の
事
項

に

つ
い
て
竜
知
了

せ
ら
る

㌧
の
で
あ

る
。

一
、
人

口
論
を
以

て
出
登
黙
と
し

、

マ
ル
ず

ス
説

の
論
評

に
當

つ
て
特
に

「
統
計
上

の
反
劃
論
」

と
題
す

る

一
項
を

設
け
π
る

こ
と
。

二
、
第

二
章

以
下

に
於

け
る
財
及
自

然
、
純
生
産
物
、
技
術
等

の
説

明
中

に
も
屡

々
統
計
歎

字

を
引
用

し

て
事
實

と

の
照
合
を

な
さ
れ
た
る

こ
と
。

三
、
第

七
章
中

の

「
貨
幣

の
慣

値
」
と
題
す

る

一
飾
中

に
於

て
は
、
物
債
指
藪

の
問
題
に

つ
き
可
な
う

に
透
徹

せ
る

意
見

を
述

べ
ら
れ
だ
る

乙
と
。

大
西
全
集

の
編
纂

者
は

「
経
濟
原
論
」

上
巻
の
小
引
中

に
特

に
註
記

し
て
、

「
本
懇
及

び
次
窓
を
通
じ
て
注
意

深

く
識
讃

せ
ら
る

㌧
人
は
、
敷
授

の

『
経
濟

學
認
識
論
』

の
根
本
思
想
が
、
例

へ
ば

『
人

口
』
に
、
例

へ
ば

『
財
』
に
、

大
西
教
授
と
統
計
學

八

噌
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討

究

第
三
巻

(
上
)

入
二

叉
例

へ
ば
次

懇
の

『
貨

幣
』

に
、
如
何

に
如
實

に
表
現
せ
ら
れ
て
あ

る
か
を
看
取
し

、
条

ね
て
敷
授

の
學
風

の
、
如

何

に
多

く
世

に
知

ら
れ
ざ
る

ヒ
ス
ト
ー
リ
ツ

シ
ユ

・
レ
ア
リ

ス
テ
イ
ッ

シ
ユ
な
も

の
な

る
か

の

一
面

を
窺

は
れ
る
で

あ

ら
う
L

と
述

べ
ら
れ

て
ゐ
る
が

、
更

に

「
縄
濟
原
論
」

を
去

つ
て

「
縄
濟
學
研
究
」

に
往
見

せ
ら
る

＼
讃
者
は
、

第

一
編
中

の

「
人

口
論
」

(
人

口
の
経
濟
學
的
研
究

)
な

る

一
篇

の
後
を
承
け

て
牧
載
さ
れ
π
る

「
人

口
の
歴
史

及

ヘ

へ

も

び
現
状
」

(
人

口
の
統

計
學
的
研
究
)
な

る

一
篇

を
披
か

る

＼
に
及
ん
で
、
鼓

に
純
然

泥
る
リ
ァ
リ

ス
ト
乃

至

ス
タ

チ

ス
チ

シ
ァ

ン
と
し

て
の
敷
授

の
風
格

を
偲
ば

る

＼
乙
と
で
あ
ら
う
。
加
之
、
同
書
第

二
編

の
職

時
縄
濟
研

究
に
關

す

る
三
篇

中

に
於

て
は
、
多
歎

の
統
計
表
叉

は
統
計
歎
字

の

「
意
味
附
け
」
が

、
主
要

な
る
部
分

を
構
成

し

て
ゐ
る

の
で
あ

る
。

経
濟

學
が
軍

に
精
神
膿

操

の
敷
科

力
る
を
以
て
甘
ん
ぜ
ざ

る
限
り

、
換

言
す

れ
ば
そ
れ
が
直
接
人
類

の
縄
濟
的
幅

阯

の
檜
進

に
劉
す
る
導

標
た
う
木

鐸
力
る
を

必
要
と
す

る
限
う
、
將

來

の
経
濟
學
者

は
鋭
き

理
論

の
人

π
る
と
共

に

ま

π
良

き

リ
ア
リ
メ
ト
π
う

ポ
ヂ

テ
イ

ヴ
イ

ス
ト
だ
る

こ
と
が
望
ま

し

い
。
大

西
敷
授

の
如
き
は

こ
の
雨
方
面

の
才

能
を
兼

ね
そ
な

へ
た
る
、
求

め
て
容
易

く
は
得

ら
れ
ざ

る
経
濟
學
者
で
あ

つ
カ
。

こ
の
意
味

に
於

て
竜
若
く

し
て
去

れ

る
敷
授

の
死
は
本
邦
學
界

の

一
大
損

失
で
あ

る
。

・

(
昭

和
三
年

三
月

一
日
稿

了
)



鴨

。。
℃
。
藍

お

鵬
g

§

ξ

旨

・
一旦

§

酔げ

§

齢電

ず
器

言

σ・
§

酔
馨

≧

・。
9・
。
ぼ
。
・
巴

面
・
碁

巴

・
。

§

蓄

冨

ぎ

。
。
g

。
ヨ
葺

げ
・
;

冨

"
g

σq
8

。

酵

野
。
「
・
H
帥

冨

・・
h。
犀

臣

。
ロ
。
8
。・。。
芽

穿

虐

聾

一§

陣く
。

鎚

巴
置

掌

§

9

鍔

印
冨

傷
。

8
壽

「2

σq
ず

胃
鑑

ヨ
凶鐸

薫

・・舞
く
。
崇

。
コ

冨

壽

矯

貯

署
三
9

#

誘

ε

げ
・
曽
。
窪
9
δ
伽
鱒
げ
暮

け冨

p。
。窪
。
く
。
琶
窪
二

羅

罵

馨
鴛

曾

。
く
臼

§

鴇
。
・
・

≧

ぎ

山

蜜
9・
誘
冨

目
"
卜
昌

}
&

H。
鴇

幽
魯

く
臼
巴

ぽ

9

暮

ま

σq
p

国
国屯

壱

↓
冨

ρ
§

器

身

}
。
諸
§
巴

。
『
国
8
霊
。
三

3

旨鴛

」

。。
o
メ

,

層

●

,

大
西
教
授
と
統
計
學

八
三

「

ヒ

F



商

學

討

究

第
三
巻

(
上
)

入
四




